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Abstract
Determination of citronellol and geraniol, which are major components of rose oil, exhalated from human skin after oral 

intake of capsule containing rose oil was performed. After oral intake of the capsule with water, the sweat containing citro-
nellol and geraniol exhalated from the head, arm, and the neck of the 9 volunteers was collected. The sweat was extracted 
with diethyl ether, and then the extract was analyzed with gas chromatograph mass spectrometry. The resulted total amounts 
of citronellol and geraniol showed 2.03 μg in 0–30 min and 2.49 μg in 30–60 min.

Key words: rose oil, essential oil, oral intake, skin gas, Bulgarian rose・otto

1.　緒　　　言

香り（アロマ）の正体は化学物質である。たとえどん
なに複雑な構造をしていてもそれらは化学構造式で表現
できるれっきとした有機化合物である。実際，香り物質
の構造はモノテルペンやセスキテルペンといった比較的
分子量の小さい酸素官能基を有する炭化水素がほとんど
であるが，その多様性は幅広く複雑である。そもそも，
人類が良いニオイとして認識する香りは植物由来の化合
物が多く，往々にして動物から得られるものは悪臭とし
てとらえられるものが多い。哺乳動物の一員である人間
は遺伝子的に遠隔にある植物類が生み出す有機化合物に
心地良さを感じるのは何故だろうか。私たちの潜在意
識，または遺伝子の潜みにかつて進化の過程において穏
やかに生息していた頃の安らぎを思い出しているとでも
言うのだろうか？　いずれにせよ，香料（アロマ）とし
て分類される化合物には以下のような種類がある 1） 
（Fig. 1）。

2.　植物の二次代謝産物としての精油

私たちは日常，さまざまな植物の恩恵を受けて生きて
いる。米や，小麦，さまざまな野菜や果物といった，植
物が作り出す炭水化物，タンパク質，ビタミンや油脂な
どを私たちは食糧として摂取している。もし食物として
の植物がこの世に存在しなければ，私たちはもはや生存

を許されなくなるであろう。では植物はどうやって生き
延びているのであろうか。太陽と水と空気，それに土壌
から得られるミネラル，窒素やリン酸化合物。単純に言
えばこれだけで植物は生きていける。どんな過酷な氷河
期でも，水気の少ない灼熱の砂漠でも，堅牢に生き延び
てきたたくましい植物たちが現在に至るまで約25万種
類も存続しているのである。
生き物としては地球上でおそらくもっともひ弱で，生
存能力に劣るわれわれ人類にとって，植物こそが今後と
も最も頼りにすべきパートナーであることに異論の余地
はない。
では，植物の体内では一体どんなことが起こっている
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Fig. 1.　香料の一般的な分類．


